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猿
ま
わ
し
に 

魅
せ
ら
れ
て
劁  

       

  

        

協
議
員
会
は
今 

７
～
９
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・検
討
内
容
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

要
援
護
者
調
査
と
総
合
自
主
防

災
訓
練
の
内
容
及
び
分
担
確
認 

② 

文
化
委
員
会
か
ら
具
申
を
受
け

民
俗
学
の
夕
べ
の
内
容
確
認 

③ 

祭
り
屋
台
の
泥
台
修
理
７
月
４

日
着
工
、
２
５
日
完
成
。
９
月
に

は
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
予
定 

④ 

区
内
全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
完
了

（
６
月
）
。
公
民
館
上
水

道
漏
水
防
止
工
事
完
了

（
７
月
） 

⑤ 

秋
祭
り
の
組
織
運
営
を
検
討 

⑥ 

敬
老
会
の
催
事
は
今
年
も
区
内

七
五
歳
以
上
の
対
象
者
１
１
６

名
に
お
祝
い
金
三
千
円
（
町
か
ら

二
千
円
と
区
か
ら
千
円
）
を
。 

お
知
ら
せ 

■
今
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
の
対
象
事
業 

〈事
業
内
容
〉
① 

辻
川
区
総
合
自

主
防
災
訓
練
を
１
１
月
実
施 

② 
公
民
館
に
車
椅
子
・担
架
配
備 

③ 

辻
川
だ
よ
り
印
刷
を
業
者
に 

■
町
が
辻
川
界
隈
ジ
オ
ラ
マ
制
作 

 

冒
頭
の
巻
頭
言
に
も
あ
る
よ
う

に
福
崎
町
で
は
当
初
、
柳
田
國
男
さ

ん
が
辻
川
に
お
ら
れ
た
頃
（
明
治
８

～
１
９
年
）
の
ジ
オ
ラ
マ

（当
時
の

街
並
み
を
復
元
し
た
小
型
模
型
）
制
作

を
予
定
し
て
い
た
よ
う
だ
。
当
時
の

辻
川
の
戸
数
は
８
０
戸
前
後
と
推

定
さ
れ
る
が
、
如
何
せ
ん
１
３
０
年

以
前
の
街
並
み
復
元
は
難
し
い
。 

■
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
の
調

査
員
と
し
て
辻
川
区
か
ら
鈴
木
和

満
氏
（
３
隣
保
）
と
松
岡
博
子
氏
（
５

隣
保
）
を
推
薦
。
今
回
か
ら
始
ま
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
１
０
月
に
従

来
通
り
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。 

祭
礼
行
事
の
報
告  

◆
７
月
５
日

（
日
）
夏
え
び
す 

 

初
夏
の
風
物
、
山
桃
の
落
実
が
迎

え
て
く
れ
た
鈴
の
森
神
社
で
、
３
０

名
余
り
の
お
参
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

     

◆
７
月
１
２
日

（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
７
名
を
含

め
４
０
名
弱
の
ご
参
拝
の
下
、
祭
祀

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

氏
子
の
皆
さ
ん
が
暑
い
夏
を
無
事

過
ご
せ
ま
す
よ
う
夏
越
の
お
祓
い

を
受
け
ま
し
た
。 

 
[

十
五
隣
保]

 

      

 ◆
７
月
２
０
日

（祝
） 

鈴
の
森
神
社
植
木
剪
定 

 

セ
ミ
の
声
が
や 

っ
と
賑
や
か
に
な 

っ
た
梅
雨
明
け
初 

日
、
消
防
Ｏ
Ｂ

・ 

商
工
部
会

・
協
議 

員
約
２
０
名
で
境 

内
の
植
木
剪
定
と
清
掃
を
行
っ
た
。 

 
《 
当
面
の
予
定 

》 

９
／
２
７ 
道
普
請

（少
雨
決
行
） 

１
０
／
１
０

・
１
１ 

秋
祭
り 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

 

／
７ 

臨
時
隣
保
長･
各
種
団
体

役
員
会
議 

／
１
５ 

 

総
合
自
主
防
災
訓
練 

１
２
／

５ 

隣
保
長･

各
種
団
体
会
議 

事
業
報
告 

◆
７
月
４
日

（土
） 

隣
保
長

・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

民
俗
学
の
夕
べ
の
詳
細
説
明 

② 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
対
象
事
業
と
し
て
秋

に
総
合
自
主
防
災
訓
練
を
計
画
。

そ
の

一
環
と
し
て
７
月
に
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
要
介
護
高
齢
者
の

隣
保
内
調
査
を
実
施
。
併
せ
て
、

当
該
要
援
護
者
の
支
援
チ
ー
ム

を
隣
保
内
に
設
け
る
件
に
つ
い

て
報
告

・
依
頼 

③ 

村
香
典
の
あ
り
方
に
つ
い
て
来

年
度
総
会
で
区
と
し
て
の
新
方

針
を
説
明
す
べ
く
検
討
に
入
る
。 

④ 

指
定
外
の
ゴ
ミ
出
し
が
目
立
つ
。

ゴ
ミ
は
水
切
り
を
確
実
に
。 

◆
７
月
１
７
日

（金
） 

人
権

・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

台
風
１
１
号
接
近
に
よ
る
気
象

警
報
発
令
の
た
め
延
期
に
。 

◆
８
月
１
日

（土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

春
に
界
隈
展
を
行

っ
た
た
め
夏

の
準
備
は
２
６
日
の
灯
籠
吊
り
や

会
場
設
営
か
ら
始
ま
っ
た
。 

当
日
は
３
７
．
７
℃
と
県
下

一
の

暑
さ
を
記
録
し
た
福
崎
で
あ

っ
た

が
、
そ
れ
以
上
に
境
内
は
熱
気
に
包

ま
れ
た
。
今
回
の
民
俗
学
の
夕
べ
で

は
今
年
初
め
て
委
嘱
さ
れ
た
文
化

委
員
が
要
所
ゝ
で
活
躍
し
た
。
内
容

確
認

・
電
気
配
線

・
音
響･

･

何
と
か

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
の
も
そ
の

陰
に
文
化
委
員
の
働
き
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
今
年
も
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
に
は
準
備
か
ら
夜
店
、
そ
し
て

翌
日
の
片
付
け
ま
で
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
感
謝
し
た
い
。 

鬼
太
鼓
が
今
回
の
納
涼
大
会
で

３
０
年
目
の
披
露
と
な
っ
た
。
子
供

た
ち
が
育
つ
地
域
の
伝
統
行
事
と

し
て
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
民
俗

学
の
夕
べ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
来

年
へ
の
課
題
と
し
て
、
開
式
を
３
０

分
早
め
て
は
？
、
猿
ま
わ
し
を
１
時

間
余
り
早
め
た
が
適
当
で
あ

っ
た

か
、
地
元
辻
川

・
福
崎
の
住
民
に
よ

る
舞
台
を
増
や
す
等
、
検
討
し
た
い
。 

◆
８
月
２
日

（
日
） 

町
内

一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

朝
６
時
か
ら
中
学
生
に
よ
る
辻

川
山
公
園
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
８
時

か
ら
隣
保
単
位
の

一
斉
清
掃
。
そ
し

て
昨
年
か
ら
、
民
俗
学
の
夕
べ
の
片

づ
け
を
９
時
か
ら
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
早
い
う
ち
の
作
業
は
熱
中
症

対
策
に
も
な
り
、
あ
り
が
た
い
。 

◆
８
月
１
８
～
２
０
日 

第
３
４
回 

自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

一
回
戦 

○ 

４ 
 

３ 

西
谷 

二
回
戦 

○ 

１
３ 

 

１
２ 

加
治
谷 

三
回
戦 

● 

１ 
 

２
３ 

吉
田 

 

今
夏
も
逆
転
の
辻
川
健
在
。
秋
雨

前
線
停
滞
に
よ
る
天
候
不
順
の
中
、

し
か
も
不
慣
れ
な
八
千
種
小
グ
ラ

ン
ド
で
の
連
戦
で
は
あ
っ
た
が
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
熱
い
声
に
も
後
押
し 

さ
れ
、
三
回 

戦
ま
で
よ
く 

健
闘
し
た
。 

 

   

辻
川
山
公
園 

の
清
掃
協
力 

８
／
２
９
、
秋
雨 

前
線
隙
間
の
晴
天
の
下
、
第
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク

を
中
心
に
辻
川
区
か
ら
３
０
名
弱
の
参

加
が
あ
っ
た
。
夏
休
み
で
賑
わ
っ
た
公
園

が
少
し
落
ち
着
い
た
。
御
苦
労
様
。 
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辻
川
界
隈
ジ
オ
ラ
マ

（模
型
）
の
制
作 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

福
崎
町
で
は
、
平
成
２
６
年
に
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
を
示
す

「福
崎
町
第
５
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。 

そ
の
な
か
で
２
７
年
度
の
事
業
と
し
て
、
辻
川
界

隈
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
の
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
崎
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

の

一
つ
で
あ
る
「観
光
」
の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。 

こ
こ
数
年
辻
川
界
隈
で
は
、
カ
ラ
ー
舗
装
を
は
じ

め

「柳
田
國
男
生
家
」、
「
記
念
館
」
周
辺
や

「辻
川

山
」
周
辺
の
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の

ジ
オ
ラ
マ
制
作
は
、
福
崎
町
が

「観
光
」
の
拠
点
と

し
て
い
る
辻
川
界
隈
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
時
代
と

と
も
に
変
わ
っ
た
街
並
み
と
昔
の
く
ら
し
を
模
型

に
て
見
つ
め
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

先
日
の
公
民
館
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
終
戦

前
後
の
お
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昔
の
街
並

み
と
く
ら
し
を
み
つ
め
て
今
を
考
え
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
、
期
待
を
し

て
い
ま
す
。
辻
川
界
隈
ジ
オ
ラ
マ
模
型
の
完
成
は
、

今
年
の
１
１
月
～
１
２
月
頃 

の
予
定
で
す
。
み
な
さ
ま
も 

是
非
期
待
を
し
て
下
さ
い
。 

辻川鬼太鼓 

吹奏楽（神戸医療福祉大） 

7 月 5 日 山桃収

穫中(商工部会) 

7/26 吊り灯籠準備 



              

１
０
日 

宵
宮 

１
１
日 

本
宮 

               

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 
 

肩
合
せ 

：
１
０
月
４
日
１
４
時 

大
鳴
ら
し
：
１
０
月
８
日 

☆ 

お
願
い

〔昨
年
の
成
果
よ
り
〕 

 

① 

休
憩
所
の
後
片
付
け
は
練
り
子
全

員
で

（背
を
見
て
育
つ
子
ら
） 

② 

身
長
に
よ
る
棒
割
の
徹
底
を
！ 

☆ 

熊
野
神
社
本
宮
の
予
定 

 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

〔宮
裏
通
り
は
６
時
ま
で
歩
行
者
占
用
〕 

  

       

大
正
十
年

（
１
９
２
１
年
）
に
は 

わ
ず
か
約
９
０
戸
（福
崎
町
史
第

一
巻
）

で
あ
っ
た
辻
川
が
、
そ
の
前
年
に
井

ノ
口
と
共
に
村
を
挙
げ
て
祝

っ
た

鈴
の
森
神
社
改
築
上
棟
式
（そ
の
記

念
碑
が

【写
真
１
】）
に
つ
い
て
、
今 

号
か
ら
３
回
連
載
で
お
届

け
し
ま
す
。
出
典
は
福
崎
町

史
第
四
巻
に
納
め
ら
れ
て

い
る
辻
川
地
区
有
文
書
「鈴

の
森
神
社
上
棟
行
事
お
よ

び
収
支
明
細
書
」
（大
正
九

年
）。
な
お
、
当
時
の
写
真

の
多
く
は
三
木
家

（
美
子

氏
）や
伊
藤
源
五
氏
か
ら
提

供
さ
れ
た
も
の
で
す
。
４
月

の
辻
川
界
隈
展
で
も

一
部

紹
介
し
た
も
の
の
、
出
典
の

不
明
な
写
真
も
あ
り
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
編 

集
子
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

            

『大
正
九
年
十
月
十
五
日
よ
り
十

九
日
ま
で
五
日
間
、
鈴
森
神
社
上
棟

式
を
行
ふ
。 

招
待
村 

亀
坪
、
加
治
谷
、
大
門
、
北
野
、

田
尻
、
西
光
寺
、
中
嶋
、
長
目
、
八

反
田
、
吉
田
、
八
幡
、
福
崎
新
、
山

崎
、
〆
〔
し
め

＝
合
計
〕

十
三
ヶ
村 

 

各
村
共
練
物

（注
１
）

及
び
造
込

（注

２
）

を
な
す
に
付
、
小
屋
掛

（注
３
）

の

位
置
は
神
社
周
囲
及
び
公
園
、
振
武

館
裏

【
写
真
３
】
の
予
定
な
り
し
も

各
村
よ
り
種
々
交
渉
あ
り
。
其
〔
そ

の
〕

結
果
、
吉
田
・
加
治
谷

・
長
目

・

八
幡
の
四
ヶ
村
は
下
の
田
を
選
定

す
。
十
日
よ
り
小
屋
掛
に
掛
か
り
し

処
〔と
こ
ろ
〕

北
野
分
狭
き
為
俄
然

（注

４
）

田
を
選
定
す
。 

 

練
物
は
北
野

・
長
目
・
大
門
は
屋

台
を
買
い
求
め

（注
５
）

、
吉
田
は
新
調
、

中
嶋
の
如
き
は
練
物
当
日
朝
買
入

れ
、
他
は
自
村
に
て
作
り
し
物
。 

造
り
物

（注
６
）

の
如
き
は
各
村
共

競
争
的
に
し
て
実
に
見
事
な
る
物

斗
〔と
〕

な
り
。 

              

十
五
日
練
込

〔
＝
宮
入
〕
順
番
は

抽
籤
〔せ
ん
〕

の
結
果
、
左
記
の
通
り

１
吉
田
、
２
亀
坪
、
３
八
反
田
、
４

加
治
谷
、
５
田
尻
、
６
長
目
、
７
山

崎
、
８
八
幡
、
９
北
野
、
１
０
大
門
、

１
１
中
嶋
、
１
２
新
町
、
１
３
西
光

寺
、
井
ノ
口
、
辻
川
の
順
序
に
、
役

場
（
注
７
）

前
を
起
点
と
し
県
道
を
北

へ
順
次
午
前
十

一
時
集
合
【写
真
２
】

の
上
、
練
込
を 

な
す

（注
８
）

。 

                

正
面

［鳥
居

【写
真
３
】
］
よ
り
登

り
（注
９
）

、
宮
の
東
口

【
写
真
４
】
よ

り
裏
に
廻
り
、
西
口

【
写
真
５
】
に

出
て

（亀
坪
は
造
込
の
み
）
各
小
屋

【写
真
６
】
に
納
む
。･

･

』
つ
づ
く 

             

            

（注
１
）

神
輿
（
み
こ
し
）
な
ど
を
中
心

と
し
た
祭
礼
行
列
の
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
行
列
の
山
車
〔だ
し
〕
、
屋
台
、

山
鉾
な
ど
の
こ
と
。
練
物
を
奉
納

す
る
際
や
観
衆
へ
披
露
す
る
の

に
動
か
す
様
子
の
こ
と
を
練
〔ね
〕

る
と
い
う
。 

（注
２
）

造
り
物
を
神
社
に
奉
納
す

る
こ
と
。 

（注
３
）

仮
小
屋
を
つ
く
る
こ
と
。 

（注
４
）

に
わ
か
に
。
急
に
。 

（注
５
）

大
門
は
こ
の
時
、
今
の
屋

台

（
平
成
２
５
年
の
大
改
装
前
） 

を
加
西
郡
富
田
村
谷
村

（現
谷
町
）

か
ら
３
３
５
０
円
（当
時
米

一
俵
が

２
０
円
、
百
七
十
俵
弱
に
相
当
）
で

購
入
。
中
島
屋
台

（先
代
）
や
今
の

北
野
屋
台
も
鈴
の
森
神
社
の
上
棟

式
に
あ
わ
せ
て
北
条
方
面
か
ら
購

入
さ
れ
た
（大
門
の
関
健
太
郎
氏
の

Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）
そ
う
で
す
。
そ
の

他
の
村
の
練
物
は
屋
台
か
ど
う
か

不
明
。
た
だ
し
、
【写
真
２
】
で
は
７

台
前
後
の
屋
台
が
見
え
る
。 

（
注
６
）

伝
説
や
歴
史
物
語
、
芝
居
を

題
材
に
し
た
人
形
な
ど
を
飾

っ
て

公
衆
に
見
せ
る
も
の
。 

（
注
７
）

当
時
の
田
原
村
役
場
は
八
隣

保
か
ら
十
隣
保
に
入
っ
た
と
こ
ろ

の
現
国
道
の
東
側
に
あ
っ
た
。 

（注
８
）

鈴
の
森
神
社
ま
で
の
経
路

は
、
現
国
道
を
北
上
し
井
ノ
口
公

民
館
前
か
ら
北
野
西
ノ
池
横
を

通
り
鳥
居
前
へ
、
と
推
測
さ
れ
る

が
、
大
正
期
の
地
図
を
見
る
と
、

「ど
ど
橋
」
を
渡
り
谷
川
に
沿
っ

て
東
へ
、
段
丘
崖
の
坂
道
を
登
り

鳥
居
前
へ
と
い
う
コ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
る
。
練
物
の
横
棒
全
長
の

長
さ
制
限
が
七
尺
（
２
１
０
㎝
余

り
）
以
内
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

後
者
の
コ
ー
ス
な
ら
事
前
に
若

干
の
拡
幅
が
必
要
だ
っ
た
か
。 

（
注
９
）

当
時
は
ま
だ
、
現
在
の
屋
台

が
上
っ
て
い
る
境
内
へ
の
坂
道
は

な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
坂
は
大
正

時
代
後
期
に
造
成
さ
れ
、
周
辺
に
は

紅
葉
の
植
林
も
併
せ
て
行
わ
れ
た

そ
う
だ

【写
真
７
】
。 

             

編
集
後
記 

 

辻
川
の
歴
史
を
再
発
見
し
よ
う
と

「
辻
川
歴
史
研
究
会
」
が
動
き
出
し
ま

し
た
。
当
研
究
会
は
平
成
２
０
年
か
ら

活
動
し
て
き
た

「
辻
川
歴
史
探
検
隊
」

の
成
果
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
今
回
の

昔
の
写
真
も
当
研
究
会
に
汚
れ
を
修
正

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
辻
川

だ
よ
り
で
も
成
果
が
紹
介
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待

〔
田
﨑
〕 

☆ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

明
ら
か
な
間
違
い
以
外
は
原
文
通
り
。

た
だ
し
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
改
行
や
句
読

点
の
修
正
を
行
い
、
送
り
仮
名
、
注
記
を

付
け
て
い
る
。
ま
た
、
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
部

は
地
区
名
以
外
ひ
ら
が
な
に
換
え
、
小
見

出
し
は 

 
 

で
囲
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
符

号
は
次
の
凡
例
の
通
り
。
な
お
、
ゴ
シ
ッ
ク

体
の
文
章
は
編
集
子
の
追
加
で
あ
る
。 

原
文
に
追
加
し
た
符
号
の
凡
例 

 
 

〔  

〕 

読
み
仮
名 

〔
＝ 

〕 

今
の
用
語 

 
 

（注
１
） 

注
記
あ
り 

 

［  
 

］ 

補
足
説
明 

【  
 

】 

写
真 

 

※ 
 

 
 

今
の
秋
祭
り
で
も

思
い
当
た
る
節
あ
り 

 

屋台の練込コースには難所が何箇所かあ

る。まず、鳥居は移転したが高さ 2.8ｍしか

ないので南を迂回したか？ 次に宮裏から

の下り口（西口）は大玉垣の幅が 6.5m しか

ないので縦棒（本棒）が四間以上ある今の

屋台では通行は困難。さらに井ノ口参道は

入り口幅が 2.3m しかなく、大きい屋台は境

内に戻り、正面石段を下りた可能性大。 

6.5m 

境内(東)から西口を見る 

【写真１】愛宕社下の記念碑 

旧田原村役場(10 隣保山本宅辺り)を起点に北へ並ぶ屋台 

辻川山 【写真２】 

【写真４】 

2.4m 

井ノ口参道から西口越しの境内 

【写真５】 

練物や造り物を納める仮小屋が立つ宮前。振武館西

には五反幟が翻る。中央奥に鳥居が見え、手前右手

の大きな仮小屋前には見物人が並ぶ。 

【写真６】 

     

 本
殿   《東側》 

《西側》 

 拝 殿 

  １．田尻 

２．大門 

４．中島               ３．井ノ口 

６．加治谷              ５．西光寺 

８．吉田         ７．辻川  

１０．西野          ９．北野 

１２．八反田      １１．長目 

（辻川の休憩場所は屋台の東） １３．亀坪 

 舞 台 
 

新乗子６名 

約
百
年
前
の 

鈴
の
森
神
社 

改
築
上
棟
式
（
第

一
回

） 

【写真３】 

明治 41 年奉納の鳥居がこの上棟式を前に現在

地に移転された。振武館裏（右手）には仮小屋が

立つ。 ［出典は広報ふくさき 2015 年 1 月号］ 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

7/25 屋台戻る 
(泥台新調，本 

棒･脇棒削り仕 
上げ) 写真は 
新見氏提供 

（①②③の順） 

① 

③ 

② 

【写真７】 

境内への坂道造成。見事な松が生える（写真３も）。 


